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[はじめに] 

 近年、映像分野において３D 映像の導入が急激 

に進んでいる。３D(立体)写真を見るためには、偏光法や平行法、アナグリフ法など様々な方法がある。

中でも、アナグリフ法は、写真の作製が簡便であり、自作することが可能である。これまで、アナグ

リフ法を用いた 3Dピンホールカメラを用いた教材について様々な検討を行ってきた[1-3]。しかしなが

ら、授業計画に基づいた実験を行うためには、対象となる中学生・高校生がどの程度、学習内容を理

解できているかを把握することが重要である。 

そこで、本研究では、中学生・高校生に対して、３D ピンホールカメラを用いた模擬授業を実施し、

実際の授業で使用できる、より実践的な学習指導案作成のための知見を得ることを目的とした。 

 

[実験方法] 

模擬授業は、2 時限続き(45 分×2 コマ)を想定し、理科実験室にて行

った。表 1 に模擬授業の流れを示す。授業の経過時間を項目ごとに測定

し、事前に作成した授業計画を比較することで、授業実施における問題

点について検討を行った。また、受講した生徒及び参加した高校教員に

対してアンケートを実施し、学習内容の理解度の参考にした。 

 

[実験結果] 

図 1に 3Dピンホールカメラ作成時の経過時間を示す。この結果から、

カメラ作成時において、ケンラン紙から各パーツの「切り離し」・「切り

抜き」の作業では大きな時間差が出ることはなかった。しかしながら、組み立ての際に時間のばらつ

きが大きくなることが確認された。これは、3D ピンホールカメラのパーツであるケンラン紙を折り、

留める作業に個人差が出るためと推定される。また。作成にかかる時間が早い生徒と遅い生徒で約 15

分程度の差が取れることも確認できた。これ

らのことから、実際の授業ではカメラ作製及

び撮影での時間調整が必要であることが分

かった。 
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導入(実験内容の説明) 10分 

カメラ作成(切り離し、切

り抜き、組み立て) 

30分 

ピンホールカメラ実験

(観察) 

10分 

休憩 

透過・吸収実験(デモ実験) 20分 

３D ピンホールカメラ実

験(撮影、現像、観察) 

20分 

まとめ (実験内容のおさ

らい) 

10分 

計 100分 

表表１ 授業の計測時間 
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表 1 作成時間と人数の関係 
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